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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
婚
活
」　

〜
政
府
の
ユニ
ー
ク
な
少
子
化
対
策
〜

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
所
長
補
佐　

有
川　

博
徳
（
福
島
県
派
遣
）

海外の
行政施策海外の

行政施策
海外の
行政施策

　

二
〇
〇
八
年
八
月
一
七
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

女
子
卓
球
チ
ー
ム
が
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
決
勝

に
進
出
し
、
国
中
が
中
国
と
の
決
勝
戦
の
テ
レ
ビ

中
継
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
ロ
ー
マ
大
会
以

来
、
実
に
四
八
年
ぶ
り
で
す
。
そ
ん
な
中
、
決
勝
戦

当
日
に
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
た
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ

ン
首
相
の
施
政
方
針
演
説
は
、
マ
レ
ー
語
と
中
国

語
の
演
説
を
生
中
継
し
た
時
点
で
、
決
勝
戦
中
継

の
た
め
に
英
語
演
説
の
放
送
が
中
止
と
な
り
、
翌

日
に
録
画
放
送
さ
れ
る
異
例
の
事
態
と
な
り
ま
し

た
。

　

リ
ー
首
相
は
今
回
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、

七
億
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
以
下
、
Ｓ
＄
）（
注
１
）
の

予
算
を
投
じ
、
少
子
化
対
策
予
算
を
倍
増
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
も
は
や
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は

日
本
を
抜
い
て
ア
ジ
ア
一
位
と
な
り
、
高
い
国
際
競

争
力
を
誇
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
す
が
、
政
府
は
低

水
準
の
出
生
率
を
改
善
す
べ
く
懸
命
の
努
力
を
続

は
じ
め
に

け
て
い
ま
す
。「
人
材
が
唯
一
の
資
源
」
で
あ
る
こ

の
国
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
は
ま
さ
に
死
活
問
題
な

の
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
ユ
ニ
ー
ク
な

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
一
九
六
五
年
の
建
国
以
来
、

目
覚
ま
し
い
社
会
発
展
を
遂
げ
た
一
方
、
特
に
女

性
の
社
会
進
出
に
伴
い
出
生
率
の
減
少
は
顕
著
と

な
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
つ
い
に
合
計
特
殊
出
生

率
が
過
去
最
低
値
の
一
・
二
六
を
記
録
し
ま
し
た
。

近
年
は
若
干
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が（
二
〇
〇
七

年
は
一
・
二
九
）、
現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
水
準

と
い
わ
れ
る
二
・
一
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
す
。

　

こ
こ
で
、
民
族
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
に
着
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
全
人
口

の
七
五
・
二
％
を
占
め
る
華
人
（
中
華
系
）
、
一

三
・
六
％
の
マ
レ
ー
系
、
八
・
八
％
の
イ
ン
ド
系

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
少
子
化
の
現
状

（
注
１
）
一
S
＄=

六
七
・
八
六
円
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
六
日
現

在
）

図1：民族別　合計特殊出生率

（出典：Population Trends 2008, シンガポール統計局）
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交
流
会
や
海
外
旅
行
に
参
加
で
き
る
特
典
も
得
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
Ｓ
Ｄ
Ｕ
で
は
、
季
刊
の
出
会
い
系
情

報
誌
「
D
u
e
t
」
を
発
行
し
て
、
デ
ー
ト
の
際
に

使
え
る
割
引
ク
ー
ポ
ン
や
流
行
の
ス
ポ
ッ
ト
、
ま
た

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
案
内
を
掲
載
し
、
登
録

会
員
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
た
未

婚
の
男
女
は
自
動
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｕ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

登
録
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
情
報
誌
が
年
四
回
こ
れ

ら
の
未
婚
者
の
手
元
に
送
付
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
九
八
五
年
に
非
大
卒
の
未
婚
男
女
向

け
にS

o
c
ia
l D

eve
lo
p
m
en
t S
erv
ice

（
S
D
S
）
と
い
う
機
関
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
協

会
（
注
３
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
以
来
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
若
年
層
の
国
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
二
つ
の
機
関
は
、
二
〇
〇
八
年
一

〇
月
一
日
を
も
っ
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
前
述
の
首

相
演
説
の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

と
、
主
に
三
つ
の
民
族
集
団
が
あ
り
ま
す
。
図
１
の

デ
ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
マ
レ
ー
系
の
出
生
率
は
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
逆
に
華
人
の
出
生

率
は
全
体
の
出
生
率
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
低
出
生
率
の
一
因
と
し
て
、
平
均
初

婚
年
齢
の
上
昇
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
九
八
五
年
に

は
男
性
二
七
・
七
歳
、
女
性
二
四
・
九
歳
だ
っ
た
も

の
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
男
性
二
九
・
八
歳
、
女
性

二
七
・
二
歳
に
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
首
相
は
前
述
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、

「
社
会
に
出
て
仕
事
に
も
慣
れ
た
こ
ろ
、
つ
ま
り
二

〇
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
辺
り
を
見
回
し
て
も
も

う
遅
い
。
若
者
は
で
き
る
だ
け
早
く
、
理
想
の
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
に
着
手
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
そ
の
た

め
に
政
府
の
用
意
す
る
各
種
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
国
民
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

先
進
諸
国
に
お
け
る
晩
婚
化
・
少
子
化
の
進
行

と
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
の
減
少
は
、
各
国
政
府
に

と
っ
て
共
通
の
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
意
識

的
に
行
う
結
婚
活
動
、
い
わ
ゆ
る
「
婚
活
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
以
下
、
極
め
て
「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
的
」
で
ユ
ニ
ー
ク
な
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府

に
よ
る
「
婚
活
」
促
進
各
種
政
策
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

一
九
八
四
年
か
ら
、Social D

eve
lop
m
en
t 

U
n
it

（
Ｓ
Ｄ
U
）（
注
2
）
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
で

は
エ
リ
ー
ト
と
さ
れ
る
大
卒
の
独
身
男
女
を
対
象

に
、「
婚
活
」に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｕ
は
会
員
制
の
「
L
o
v
e 

B
y
t
e
」
と
い
う
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
設
け
、
趣

味
や
地
縁
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
誘
導
し
、
婚

姻
率
の
上
昇
を
図
る
と
い
う
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
サ
イ
ト
の
会
員
ペ
ー
ジ
に
は
「
出
会
い
を
確

実
に
つ
か
む
コ
ツ
」
や
「
デ
ー
ト
時
の
服
装
」
と
い

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
掲
載
さ
れ
、
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ

ン
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
体
験
談
も
多
数
載
っ
て
い
る
と

い
う
親
切
さ
で
す
。
別
途
追
加
の
年
会
費
（
一
〇
〜

五
〇
Ｓ
＄
）
を
支
払
う
と
、
限
定
さ
れ
た
少
人
数
の

図2：シンガポールにおける初婚年齢の変化（1985-2007）

（出典：Yearbook of Statistics Singapore, 1995&2008）

シ
ン
ガ
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注
２
）
S
D
U
は
社
会
開
発
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
の
下
位
機
関
と
し

て
、
累
計
一
〇
万
人
を
超
え
る
大
卒
者
を
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
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以
上
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
ユ
ニ
ー
ク
な
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、「
こ

れ
ら
の
取
組
み
が
必
ず
し
も
有
効
に
機
能
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
」
と
、
リ
ー
首
相
も
先
の
ス
ピ
ー

チ
の
中
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
出
生
率
の
大
幅

な
改
善
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
首
相

が
デ
ー
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
異
性
と
の
付
き
合
い
方
に

ま
で
言
及
し
た
こ
と
に
対
し
、「
政
府
が
そ
こ
ま
で

口
出
し
す
る
の
か
」
と
い
う
反
応
が
一
部
外
国
メ

デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
上
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
ま
っ
て
進
行
し

て
い
る
少
子
化
を
少
し
で
も
食
い
止
め
、
次
世
代

に
よ
り
豊
か
な
社
会
を
残
そ
う
と
い
う
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
の
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
取
組
み
に
は
、

わ
が
国
も
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

資
源
に
乏
し
い
小
国
が
、
ま
さ
に
生
き
残
り
を

か
け
て
現
在
進
行
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
群

を
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
紹
介
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
政
府
は
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、

以
前
か
ら
出
産
を
奨
励
す
る
各
種
優
遇
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
今
年
か
ら
さ
ら
に
強

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

（１）
勤
労
育
児
家
庭
へ
の
扶
養
控
除

　

働
き
な
が
ら
育
児
を
し
て
い
る
両
親
は
、
父
母

そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
つ
い
て
、
子
ど
も
一
人
の
場
合

五
〇
〇
〇
Ｓ
＄
、
子
ど
も
二
人
の
場
合
一
万
Ｓ
＄
、

子
ど
も
三
人
以
上
の
場
合
二
万
Ｓ
＄
の
扶
養
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（２）
ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス

① 

第
一
・
二
子
出
生
時
に
各
四
〇
〇
〇
Ｓ
＄
、
第

三
・
四
子
出
生
時
に
各
六
〇
〇
〇
Ｓ
＄
の
祝
い

金
が
政
府
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

② 

「
子
供
発
育
口
座
（
Ｃ
Ｄ
Ａ
）
」
と
呼
ば
れ
る
専

用
の
特
別
口
座
が
設
け
ら
れ
、
親
が
貯
金
す
る

額
と
同
額
の
補
助
金
が
政
府
か
ら
口
座
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
第
一
・
二
子
は
補
助
金
の
上
限
六
〇

〇
〇
Ｓ
＄
ま
で
、
第
三
・
四
子
は
一
万
二
〇
〇
〇

Ｓ
＄
、
第
五
子
以
降
は
一
万
八
〇
〇
〇
Ｓ
＄
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
特
別
口
座
の
預
金
は
、
政

府
が
認
可
す
る
保
育
所
や
幼
稚
園
、
教
育
機
関

な
ど
へ
の
支
払
い
に
限
っ
て
使
用
で
き
、
現
金
で

引
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（３）
出
産
休
暇
の
延
長

　

こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
雇
用
法
で
は
産
前
四

週
間
、
産
後
八
週
間
の
計
一
二
週
間
の
有
給
出
産
休

暇
が
勤
労
す
る
母
親
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
よ
り
一
六
週
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

（４）
有
給
・
無
給
の
育
児
休
暇

　

七
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
ち
勤
労
す
る
親
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
年
に
六
日
の
有
給
育
児
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
二
歳
以
下
の
子
ど

も
を
持
ち
勤
労
す
る
親
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
に
六

日
の
無
給
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
二
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い

る
親
は
有
給
六
日
＋
無
給
六
日
の
合
計
一
二
日
間

の
育
児
休
暇
を
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（６）
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
へ
の
保
護
強
化

　

十
分
な
理
由
な
く
妊
娠
中
に
解
雇
さ
れ
た
女
性

労
働
者
に
は
、
有
給
出
産
休
暇
取
得
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
給
与
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

（７）
母
親
へ
の
助
成
金

　

勤
労
す
る
母
親
に
対
し
、
子
ど
も
が
生
後
一
八
カ

月
に
到
達
す
る
ま
で
月
額
六
〇
〇
Ｓ
＄
、
一
八
カ
月

か
ら
七
歳
に
到
達
す
る
ま
で
月
額
三
〇
〇
Ｓ
＄
の

助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
働
い
て
い
な
い
母
親

に
つ
い
て
は
月
額
一
五
〇
Ｓ
＄
と
な
り
ま
す
。

（８）
保
育
施
設
の
拡
充

　

母
親
の
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
今
後

五
年
以
内
に
二
〇
〇
カ
所
の
保
育
所
を
増
設
し
、

既
存
の
施
設
と
あ
わ
せ
て
九
五
〇
カ
所
体
制
を
確

保
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

関
連
リ
ン
ク

「Love B
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D
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婚
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支
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」h
ttp
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d
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c
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n
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v
.

sg/M
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ackage

出
産
・
育
児
支
援
の
強
化

（
注
３
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
協
会
は
、
独
立
前
の
一
九
六
〇
年
に

教
育
、
社
交
、
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の

他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
し
て
、
結
束
力
を
持
ち
活
動
的
で
文

化
的
な
国
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
、
社
会
開
発
青
年

ス
ポ
ー
ツ
省
の
下
の
法
定
機
関
。
会
長
は
歴
代
の
首
相
で
あ
る
。


